
主なフードバンク活動の記録

【第３回】５月２４日（月）鴨志田団地お米配布

【第４回】５月２５日（火）子ども食堂シェアご飯

スナック菓子、飴、チョコレートなどを配布

★今後の食品配布会の開催予定★

６月１２日（土）子ども食堂支援（お米配布）

６月１３日（日）桜を愛する会

６月１４日（月）鴨志田地域ケアプラザ
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※食品協力：みんなのフードバンク http://minnano-foodbank.com/
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「お米」の寄贈と「ＷＡＭ助成」の採択で食品配布が加速!
フードバンク活動をスタートさせて、高齢者の孤立防

止、生活困窮者への支援活動を行っていると、利用者

の方々の笑顔に触れることができ、嬉しさを感じま

す。４月に入ってからも、嬉しいことが立て続けに起

こり、フードバンク活動に力を入れる原動力になって

います。

そのひとつが、何人もの方々から食品寄贈のお話しを

いただくことです。いろいろなフードバンクで耳にす

るのは、主食のお米がなかなか集まらないという悩み

ですが、今回お話しをいただいた中に「お米」の寄贈

がありました。５ｋｇでも嬉しいのですが、今回は３

０ｋｇの袋を８つも寄贈してくれた方がいらっしゃ

いました。千葉県成田市の会社社長からの寄贈で、国

際文化交流研究会では、ワクワクしながらお米をいた

だきにクルマを走らせました。寄贈して下さったのは

千葉県産のコシヒカリで、大半を玄米の状態で下さ

り、当方が配布する直前に精米すればフレッシュなお

米として一人ひとりにお届けできます。本当にありが

たいご配慮、感謝申し上げます。

もうひとつの嬉しいことは、当会の食支援活動が独立

行政法人「福祉医療機構」から認められ、社会福祉振

興助成事業（WAM 助成）としての活動開始です。大変

ありがたく、助成をして下さるということで、今年度

の食支援活動を加速・充実させることができます。

時として自分たちの活動に迷いが生じたり、不安を感

じることがありますが、今回のように「食品寄贈」の

お話しをいただいたり、「WAM 助成」に採択されたり

することで、やっていることは間違っていないと自信

を持って活動できます。新型コロナ禍での緊急事態宣

言などで活動が制限される中、福祉活動に一層注力し

てまいります。（文責：編集部）

編集後記

設立以来、国際文化交流研究会は地域在住の外国人、子供達、

高齢者の方々と様々な交流活動をして参りました。２０２０

年から開始したフードバンク活動は、世の中のニーズに即し

た取り組みとして会員の中に新たな風を吹かせています。地

区の社会福祉協議会や民生委員の方々からもアドバイスを

頂きながら幅を広げ、少しずつ確実な歩みになってきまし

た。みんなのフードバンク等からも食品提供のご協力を頂

き、青葉区以外の地域にも仲間が増えて来た事を嬉しく思い

ます。（園） http://kokusaibunkalabo.com/
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「独立行政法人 福祉医療機構 社会福祉振興助成事業」


